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歯胚を作製し、JE の起源が GFP 陽性の歯原性上皮細胞であることを明ら
かにした。この手法を用いることで、再構成歯胚から JE 細胞を GFP 陽性
細胞として単離することができると考えた。そこで本研究の目的は、再構
成歯胚由来の GFP 陽性 JE 細胞を回収して、その不死化細胞を樹立するこ
ととした。 






と類似しており、GFP 陽性細胞が JE の細胞源として利用可能であること
が示唆された。 
  この GFP陽性細胞に対して、レンチウイルスを用いて SV40 large T を
遺伝子導入して細胞の不死化させ、限界希釈法を用いて単一細胞由来の不
死化した GFP 陽性 JE 細胞を作製した。その後、不死化細胞として安定し
ているかどうか、またその遺伝子発現様式をリアルタイム PCR 法により解
析した。結果として、2つの不死化細胞株を確立することに成功した（JE-





ている Krt19や、好中球の移動のための重要な接着分子である Icam1 の発
現も認められた。これらのことから、作製した 2 つの細胞株は、JEの機能
を有している細胞株である可能性が示唆された。 
 本研究では、JE の細胞株の樹立に初めて成功した。今後、これらの細胞
の詳細は機能について解析が必要であるが、作製した細胞株 JE-1と JE-2
は、JEの生物学的な機能解明の研究、さらには歯周病研究における有用な
細胞源であると考えられる。 
 
